
2005 年度 大学英語教育学会（JACET）関西支部秋季大会 
大会テーマ：「最近、となりの授業が気になります：英語『授業力』を高める」 

JACET Kansai Chapter 2005 Autumn Conference 
                                                                                                               

支部長： 岡田 伸夫  JACET-Kansai 事務局： 〒615-8558 京都市右京区西院笠目町６ 
                    京都外国語大学 相川真佐夫研究室内  Tel: 075-322-6079  Fax: 075-322-6245 

             E-mail: aikawa@nnc.or.jp  URL: http://www.jacet-kansai.org/
                                           振込口座： 00940−4−187715 大学英語教育学会関西支部 
                                                                                                                       

日 時/ Date：2005年10月8日（土）Saturday, October 8, 2005 
10:00～17:10（受付開始9:30）   Registration from 9:30 a.m. 
場 所/ Venue：神戸大学 Kobe University  鶴甲第一キャンパスＫ棟（〒657-8501 神戸市灘区鶴

甲1-2-1）(URL: http://www.kobe-u.ac.jp/info/access/rokko/from-far.htm) 
※お車でのご来場は、ご遠慮ください。（キャンパス内に駐車場はございません） 
資料代/ Fee：会員（Members）; 無料（Free）、非会員（Non-members）； 1,000円（1,000yen） 
                                                                                                                       

大会テーマ解説 
近年、大学教育においても「授業」がその根幹であるという認識が高まり、重視されるようになってきました。本学

会にも 2004 年度から「授業学委員会」が特別委員会として設置され、授業改善に向けて具体的な動きが始まりまし

た。こうした流れを受けて、「授業」を今回のテーマの中心に据えました。これまで、いわば聖域であった授業に、大

学英語教育に携わる者みんなが関心を持ち、授業を観察する力、授業を企画・立案し、組織する力を養い、実際に

授業を行う実践行動力を身につける、きわめて多様な意味が、「授業力」ということばには込められています。 

 この研究大会が、私たちの「授業力」を高める大きな一歩となることを大いに期待したいと思います。 

（研究企画委員会） 

PROGRAM 
総合司会: 石川慎一郎（神戸大学） 

Chair: ISHIKAWA Shin’ichiro (Kobe University) 

１. 開会式 / Opening   10:00-10:10  

1. 支部長挨拶 岡田伸夫OKADA Nobuo （大阪大学 Osaka University)  

2. 会場校挨拶        沖原勝昭OKIHARA Katsuaki （神戸大学 Kobe University） 

２. ワークショップ/ Workshops  10:15-11:45 

第1 室 Session 1 【２階・K20２】 (in Japanese) 
「よりよい大学授業のために―「授業学」を考えるⅡ」 

Classology: A Quest for Successful English Classes 

高橋寿夫 TAKAHASHI Toshio（関西大学 Kansai University） 

笹井悦子 SASAI Etsuko（桃山学院大学・非常勤 St. Andrew’s University） 

東郷多津 TOGO Tazu （京都ノートルダム女子大学 Kyoto Notre Dame University） 

野村和宏 NOMURA Kazuhiro（神戸市外国語大学 Kobe City University of Foreign Studies） 

 
第２室 Session 2 【２階・K201】 (in Japanese) 
2. 「「音声」を生かした効果的なリーディング指導を探る」 

Exploring Effective Instructions for Reading with the Help of Shadowing or Reading-Aloud Task 

http://www.ryukoku.seikyou.ne.jp/home/87858/


氏木道人 SHIKI Osato（関西外国語大学短期大学部Kansai Gaidai College） 

倉本充子 KURAMOTO Atsuko（広島国際大学 Hiroshima International University） 

伊藤佳世子 ITOH Kayoko（関西学院大学・非常勤 Kwansei Gakuin University） 

西田晴美 NISHIDA Harumi （関西外国語大学・非常勤Kansai Gaidai University） 

 

◇◇◇◇◇◇ 昼食 Lunch Break (11:45-12:45) ◇◇◇◇◇◇ 

 当日は生協・学生食堂は営業しておりません。あらかじめ昼食を各自ご用意いただくか、 

 昼食弁当1,000 円（お茶代込み）の事前振込による申込みにかぎりを受け付けております 

       ので、ご利用下さい（※下記参照）。 

３.発表/ Presentations    12:45-14:25 

第１室 Session 1 【3 階・K301】  
司会/Chair： 大喜多喜夫 OKITA Yoshio （関西学院大学 Kwansei Gakuin University） 

＜研究発表 Research Paper＞  12:45-13:15 (in Japanese) 

1. ペーパーバックと映画の併用学習後の読解方略とリーディング不安の変化 

Changes in Reading Strategy and Reading Anxiety after Reading and Watching Charlie and the Chocolate Factory 

  松田早恵 MATSUDA Sae（摂南大学Setsunan University） 

＜研究発表 Research Paper＞  13:20-13:50 (in Japanese) 

2. リーディングのタスクタイプと評価の情意への影響 

The Impact of Reading Task-Types and the Evaluation on Learners’ affect 

  高橋昌由 TAKAHASHI Masayuki （大阪府立山田高等学校 Osaka Prefectural Yamada Senior High 
School） 
＜実践報告 Report on Classroom Activities＞  13:55-14:25 (in Japanese) 

3. ヴィジュアル・イメージを用いた現在完了形指導の CALL 教材の有効性に関するアンケート調査 

A Questionnaire Research on the Effectiveness of CALL Material of a Method of Teaching Present Perfect Tense 

Utilizing a Visual Image 

  森永弘司 MORINAGA Koji （同志社大学嘱託講師 Doshisha University） 

第２室 Session 2 【3 階・K302】  

司会/Chair： 嶋林昭治 SHIMABAYASHI Syoji （龍谷大学 Ryukoku University） 

＜研究発表 Research Paper＞  12:45-13:15 (in Japanese)  

1. 中央実行系課題と英文・空間記憶域の関連 ― 日本人英語学習者における心理言語学実験 

The Relationships between the Central Executive Tasks and Spans for English Sentences and Mental Rotations- 

Psycholinguistic Study for Japanese EFL leaners 

  中西 弘 NAKANISHI Hiroshi （関西学院大学大学院生 Kwansei Gakuin Univ. Graduate School） 
＜研究発表 Research Paper＞  13:20-13:50 (in Japanese)  

2. ティームティーチングに対する教師の意識に関する研究 

A Study on Teachers’ Perspective about Team Teaching 

  中島正恭 NAKAJIMA Masayasu （京都府八幡市立男山東中学校 Otokoyama Higashi Junior High 
School in Yawata City） 

＜研究発表 Research Paper＞  13:55-14:25  (in English) 

3. 教材の役割 ― ソフトシステムズ方法論からのアプローチ 

What is the Role of Materials?: Applying Soft Systems Methodology (SSM) to Materials Development 

  マスワナ紗矢子 MASWANA Sayako （京都大学大学院生 Kyoto Univ. Graduate School） 



第３室 Session 3 【3 階・K303】  

 司会/Chair： 林 宅男 HAYASHI Takuo （桃山学院大学 St. Andrew’s University） 

＜研究発表 Research Paper＞  12:45-13:15 (in Japanese) 

1. 句動詞V-out Construction の意味成立に関する一考察 

Let Us Figure Out How Figure Out Is Organized 

   青木真喜子AOKI Makiko（フリー・在宅翻訳 Free / Translation Writing） 

＜研究発表 Research Paper＞  13:20-13:50 (in Japanese) 

2. 大学生の外国語語彙知識の減少について ― 事例研究 

Attrition in Lexical Knowledge of English in Japanese University Students: A Case Study 

   岡本真由美OKAMOTO Mayumi（摂南大学・非常勤 Setsunan University） 

＜研究発表 Research Paper＞  13:55-14:25 (in Japanese) 

3. 日本人英語学習者における英語後置修飾の難易度 

The Difficulty Order of English Postmodification for Japanese EFL Learners 

平井 愛 HIRAI Ai （神戸大学大学院生 Kobe Univ. Graduate School） 
橋本健一 HASHIMOTO Ken-ichi （クィーンズランド大学大学院生 Univ.of Queensland Graduate School） 

 

◇◇◇◇◇◇休 憩 Break (14:25-15:00)◇◇◇◇◇◇ 

休憩室（2 階・K201）には、飲み物、お菓子を用意しております。ご利用ください。 
Light refreshments are provided at Room K201 

賛助会員による展示・販売会場（2 階・ロビー）にも、是非お立ち寄り下さい。 
Visit the publishers' section at the lobby on the 2nd floor. 

4. シンポジウム/ Symposium 15:00-17:00  

 「文学してますか？―大学英語教育に文学教材は必要なくなったのか」 

 

Moderator： 豊田昌倫 TOYOTA Masanori （関西外国語大学 Kansai Gaidai University） 

Panelists：  斉藤兆史 SAITO Yoshifumi （東京大学 The University of Tokyo） 

若島 正 WAKAJIMA Tadasi （京都大学 Kyoto University） 

5. 閉会式/ Closing 17:00-17:10  

閉会の辞 横川博一 YOKOKAWA Hirokazu（神戸大学 Kobe University) 
 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
 

懇親会/Party               17:40-19:40 
◆会場 place: 中国レストラン「六甲苑」 Chinese restaurant ‘Rokkou-en’ 
        （兵庫県神戸市灘区宮山町2-6-4 電話：078-821-4868） ※阪急電鉄神戸線「六甲」駅から徒歩１分 

■会費について 

  会  員：事前申込の場合         一般会員 ３,０００円 （４,０００円 Beer 含む）   

                          学生会員 ２,５００円 （３,５００円 Beer 含む） 

       当日申込の場合          一律 ３,５００円 （４,５００円 Beer 含む） 

  非会員：事前申込、当日申込とも    一律 ３,５００円 （４,５００円 Beer 含む) 

※事前申込みは、同封の振込用紙により、9 月22 日（木）までにお申し込み下さい。

Participation fee: 3,500 yen (3,000 yen for members and 2,500 yen for student members if paid 
before September 22. )  If you like to drink beer, please add 1,000 yen. 



■昼食弁当について 

 事前振込による申込みにかぎり昼食弁当の申込みを受け付けます。料金は、1,000 円（お茶代込）となっておりま     

 す。会員の皆様にはぜひとも事前申込をご活用下さいますよう、お願い申し上げます。  

 
JACET 神戸大会会場案内図 

 
■交通アクセスについて 
阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、阪急「六甲」駅から神戸市バスがあります。詳細はキャンパスマップをご覧下さい。 

(URL: http://www.kobe-u.ac.jp/info/access/rokko/from-far.htm) 
 

鶴甲第一キャンパス K 棟案内図 

 

 
◇喫煙は指定場所のみでお願いします。Smoking is allowed only in designated area. 


	PROGRAM 

